
る新品の一級品とし、特に製作するものについては製作図を作成し、承認を受けた後、製作

提 出 時 期 提 出 時 期

〔注記〕　　印は本工事に該当する事項を示す。電　気　設　備　特　記　仕　様　書

一　　般　　事　　項

工　　事　　概　　要

Ⅲ．特 記 事 項

メーカーリスト

工事名称

住　　　所

工事期間

適　　用

手　　続

疑　　義

工事場所

佐賀県佐賀市嘉瀬町中原４００

Ⅱ．工事仕様書

　　て､認定された排出ガス浄化装置を装着した建設機械に ついても､同等の建設機械とみなすものとする。

　　※ 排出ｶﾞｽ対策型建設機械とは､指定要項に基づき指定された排出ｶﾞｽ対策型建設機械をいう｡

1 共通仕様

(3) 本工事において以下に示す建設機械を使用する場合､排出ｶﾞｽ対策型建設 機械を使用するものとする｡なお､排出 ガス対策型建設機械に代え

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合､機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は( 　/　)図､建築工事の工事仕様書は(　/  )図による。

適　　　　　　　用機　　　材　　　等品　　　目

高圧交流遮断機

高低圧変圧器

キュービクル式配電盤

分電盤（実験盤を含む）

制御盤

高圧進相コンデンサ

ガス開閉器（地中線用）を除く）

高圧限流ヒューズ

高圧機器

照明器具

高圧負荷開閉器（過電流ロック形高圧交流）

盤　　　類

材料品質

契約後速やかに

事前調査終了後速やかに

事前調査終了後速やかに

工事開始前までに

全体工程表

施工図

承認図

工事工程表

竣工図

１部

１部

１部

１部

１部

名　　称 名　　称部数 部数

提出書類

別 表 － 1

照明器具 パナソニック，東芝，日立，三菱，大光

（本工事に使用する材料の製作所は下記のものか、若しくは同等品以上の製作所のものとし、使用する

照明器具は同一製作所で統一すること。ただしそれによりがたい場合は、監督員と協議する。）

工事終了後速やかに

各1部 工事終了後速やかに

測定報告書 １部 工事終了後速やかに

分内容証明書

発生材等の処

工事写真 １部 工事終了後速やかに

１部 工事終了後速やかに機器完成図

工　　事　　区　　分

項　　　　　目 建築 別途衛生空調電気

工　　事　　項　　目

　　印を付けたものを適用する。

　　電灯コンセント設備工事

　　照明器具及び撤去、取付工事

　　幹線設備工事

　　動力設備工事

　　電力引込設備工事

　　テレビ共同聴視設備工事

　　電話配管設備工事

　　放送設備工事

　　ＬＡＮ配管設備工事

　　高圧受変電設備工事

　　インターホン設備工事

　　ナースコール設備工事

　　非常用発電機設備工事

　　自動火災報知設備工事

発生材の処分

　　｢標準仕様書｣という｡)及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）｣（以下､｢改修標準仕様書｣という。）及び「公共建築設備

　　工事標準図（電気設備工事編）」（以下､｢標準図｣という｡)（いずれも最新版）による。

本工事は電気設備技術基準、内線規程、建築基準法、消防法、その他、関係法規並びに

本特記仕様書、設計図面に基づき工事を施工すること。

本工事請負者は諸官庁、電力会社、その他への必要ある手続を速かに行い、工事の竣工と

同時に使用し得るように一切の手続を代行すること。なお、これに用する費用は請負人の負

担とする。

設計図書の記載内容に疑義を生じた場合は、監督員と協議の上、これを決定する。

 　本工事において使用する材料器具は、特に定める外は、ＪＩＳ、ＪＥＭ等の規定に適合す

図を作成し、承認を受けた後、製作を行うこと。なお、電気用品安全法の適用を受けるもの

は、型式、認可済のものを使用すること。

佐賀県医療センター好生館　病院棟１階、研修棟及び保育所棟照明　ＬＥＤ化工事

契約日から令和〇年〇月〇日まで

佐賀県医療センター好生館　病院棟、研修棟及び保育所棟

 　本工事で発生した産業廃棄物は材料ごとに、各法令に基づき適切に処分すること。

ＬＥＤ器具(防爆器具を除く)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の｢建築

材料･設備機材等品質性能評価事業設備機材

等評価名簿｣及び日本配線器具工業会住宅用

分電盤認定制度に基づく認定品として､認定

証票が貼付されたもの｡

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は､国土交通省官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」（以下、

1 照明器具及び取付工事

　●印を付けたものを適用する｡

ランプ．ＬＥＤバー 昼光色 自然色白色 温白色
Ｌ Ｅ Ｄ

2 材料・機材の品質等

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　ただし、製造業者等名が記載されているものについては、監督員が承認した場合に限り、証明となる資料等の提出を省略することができる。

（２）本工事において別表-1に示す材料を使用する場合の材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証明と

　　　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督員の承認を受ける。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整理していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

3 電気工作物の種類

事業用電気工作物である。

4 工事現場におく電気保安技術者は必要ない。

5 施工調査

改修標準仕様書によるほか、下記による。

（２）既存部分の養生は､汚染又は損傷のないよう適切な方法で行う。

（３）足場その他は本工事で設置する。

（１）事前調査は本工事で行うこととし、既存資料及び目視により調査を行う。

（４）姿図の形状寸法等は､図面表示と多少相違してもよい｡ただし、その場合は,監督員の承認を受ける。

（５）取換前の既存の蛍光灯と取換後のＬＥＤ照明の照度測定を行い、既存照度以上を確保する。

（６）取外し再使用機器及び改修に関わる電路は、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。

（７）工事要領

　　　①作業日は監督員と協議の上決定する。

　　　②天井内障害物の移動はすべて本工事とする。

（８）クリンルームでの工事要領

　　　①工事を実施するごとに監督員を経由し、関係部署と日程調整を行う。

　　　②工事ごとに照明の消灯エリアを明確化し現場関係職員に周知する。

　　　③工事の実施に当たっては病院関係者の動線を優先する。

　　　④工事エリアをビニールシート等で養生し、ごみ、埃は工事エリア内にとどめる。

　　　　又電動工具等大きな音を発生する工具等の使用は必要最低限とし、使用する場合は監督員の許可を受ける。

　　　⑤現場関係職員から工事中断の依頼があった場合は、速やかに一時工事を中断し監督員に報告する。

　　　⑥工事は現場関係職員退室後に開始する。ただしやむをえず現場職員在室のまま作業を行う必要がある場合は

　　　　監督員を通じ現場職員の許可を受けた後、工事エリアを最小限に限定して細心の注意を払って作業を行う。

　　　⑦クリンルームへの入退出ごとに手指のアルコール消毒を必ず行う。

　　　⑧器具取付後点灯確認を行い監督官へ報告する。

佐賀県医療センター好生館　病院棟１階、

特　記　仕　様　書

着　工

竣　工

監　理

施　工

研修棟及び保育所棟照明　ＬＥＤ化工事 Ｅ　－０１


